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厚生労働省で働く看護職のキャリア
今村　仁美
（厚生労働省 医政局 看護課）
東京女子医科大学看護学会第16回学術集会　交流セッション
入省前の私は、地元の県立病院の看護師として勤務し、看護師養成所で専任教員として働いていま
した。当時の看護基礎教育は医療動向の変化に対応する、質の高い看護職の養成が望まれ、看護基礎
教育の大学化、看護教員の量的質的充実が課題となっていました。そのような状況の中に身を置くこ
とは、私に、臨床ではあまり意識することがなかった制度や政策について学ぶ機会を持ち、看護基
礎教育に求められていることを考え、それらに応える難しさを実感させられる経験となりました。そ
して、大学院在学中に行政機関で働く看護系技官の存在を知り、厚生労働省のインターンシップに参
加しました。そこで関わった看護系技官の誰もが「看護の質を向上させることが、看護を提供される
人々の健康の質を良くすることにつながっていく」という信念を持ちながら働いている姿を見て、看
護制度の検討に自分も携わりたいと考えるようになり看護系技官の採用試験を受けました。
入省後は、看護基礎教育に関する業務に従事しました。ちょうど「看護基礎教育検討会」が開催さ
れており、看護基礎教育についての内容と方法の具体的な検討が進められていました。関心のある分
野に配属されましたが、ある程度改正の内容が固められつつある議論の途中から加わることは容易で
はありませんでした。なぜこのような改正の内容となったのか、自分が参加していなかった議事録や
検討の資料を読み返すなどして理解し、疑問を解消しました。さらに、検討会では数十名の有識者が
同時に集まって議論していただくため、限られた時間で有意義な議論となるように、論点を整理し、
検討に必要な基礎資料を作成し、事務局としての検討の方向性を先生方に説明をします。看護教育に
携わる様々な先生方と出会うことできましたが、それぞれの立場における「看護教育」についての語
りを聞くのはとても貴重な機会となりました。
さらに、今般の新型コロナウイルス感染症への対応として、チャーター便の宿泊施設やクルーズ
船、コロナ本部での業務なども経験しました。国の危機管理上の課題への対応に、看護系技官は携わ
ることもあります。
入省 2 年目となり、引き続いて看護基礎教育に関する業務に携わっています。看護基礎教育検討会
報告書で示された内容を踏まえ、実際に省令や通知改正のために必要な準備を法令担当とともに携
わっています。
自分が携わった制度改正等が現場にどのように浸透していくのか、発出した文書が看護に携わる多
くの人に影響を及ぼすため、その責任の重さを日々痛感しています。しかし、だからこそ求められる
調整能力やコミュニケーション能力が鍛えられ、先輩から学ぶこともたくさんあります。今回は、そ
のような場所で働く私の仕事内容、進路選択の過程などをお伝えします。
